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東京電力への要求事項②

測定・確認用設備（K4タンク群）における測定試料の均質化については、水に溶けない粒子
状の放射性物質を考慮して循環・攪拌の運用管理を行うとともに、排出後のタンク底部の残水
や沈殿物の残存の影響を適切に監視すること。

【技術検討会等における主な意見】
 測定・確認用設備での循環攪拌の効果は、粒子状放射性物質の粒径によって変わる可能性がある。
ALPSでの処理直後において小さい粒子であっても、長期間の貯留中に凝集して大きな粒子に変化して
いる可能性もある。測定・確認用設備での試料採取においては処理水の性状変化に注意すること。（令
和３年度第９回廃炉安全監視協議会）

 タンク連絡管より低位のタンク底部の残水や沈殿性の放射性物質の残存の影響への処置・対策について
は充分検討すること。（令和３年度第９回廃炉安全監視協議会）

 タンク内のALPS処理水の放射能濃度の均質化は、希釈後のトリチウム濃度を評価する前堤となる必須
のものである。循環攪拌運転時間は実証試験結果を踏まえて十分に検討し運転手順に定めること。（令
和３年度第９回廃炉安全監視協議会）
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要求事項②に対する検討状況（１／２）

 多核種除去設備における処理の過程においてフィルタ処理を行っており、処理水に固体状の物質
はそもそも含まれない設計。

 また、測定・確認用タンクの底部については、定期的な清掃を実施。

 さらに、貯留タンク等から測定・確認用設備（K4タンク群）に受け入れるまでの移送ラインにフ
ィルタユニットを設置することで、測定・確認用タンクへの固体状物質の流入を防止する設計。
 貯留タンク等から測定・確認用設備（K4タンク群）までの移送ライン・フィルタユニットは現在

検討中。
 フィルタユニットの主な仕様は以下の通り。

• フィルタユニットは「粗取フィルタ」と「微細フィルタ」を直列配置した構成。
• フィルタエレメントの交換により、捕集するSSの状況に応じてろ過精度を変更できる設計。
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要求事項②に対する検討状況（２／２）

 循環攪拌運転時間は実証試験結果を踏まえて運転手順書に反映。

 測定・確認用設備におけるサンプリングは、循環ラインに設けたサンプリングポイントで実施。

 循環ラインにおける各タンクは、タンク底部に設けた連結配管で接続され、放出時にも連結配管を利用。
 固体状の物質が流出するような液体性状の場合、サンプリングポイントにおけるサンプリングで

検知可能

 サンプリング水は、『水に溶解』、『水に不溶解』に関わらず放射性物質の測定が行われるため、固体
状の放射性物質も検知。

 また、サンプリング水に対して浮遊物質濃度（SS濃度）の確認も実施。
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東京電力への要求事項③

希釈用海水の取水については、５/６号機取水路開渠の放射性物質が混入しないよう、運用開
始までに除去等の対策を講じるとともに、取水した海水に含まれる放射性物質の濃度を定期的
に監視すること。

【技術検討会等における主な意見】
➢ 港湾内の海水モニタリングの結果海水中のセシウム濃度は１Bq/Lを超えていることを考えると、生物

濃縮が心配される。港湾内の汚染された海水をわざわざ沖合に放出しているという風評に繋がりかねな
いので、取水に当たっては十分配慮すること。（令和３年度第５回技術検討会）

➢ 希釈に使う海水の濃度は、環境(外洋海水濃度)と同じレベルでないといけない。希釈海水の取水におい
ては港湾内の放射性物質を流入、混入させないように最大限の処置や配慮をすること。（令和３年度第
６回技術検討会）
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◼ 取水のための港湾内工事として、比較的放射性物質濃度の高い1-4号機側の港湾から仕切るため、5,6号
機取水路開渠に仕切堤（捨石傾斜堤＋シート※）を構築する。

◼ また、港湾外から希釈用の海水を取水するため、北防波堤の透過防止工の一部の撤去する。

◼ さらに、5,6号機取水路開渠内の環境改善を目的に堆砂を撤去（浚渫）する。放出以降も必要に応じて港
湾内の浚渫を実施予定。

※ 軟質塩化性ビニル製マット 厚さ=5mm

要求事項③に対する検討状況
希釈用海水の港湾内工事（１）
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北防波堤

仕切堤
構築

堤供：日本スペースイメージング（株）2021.4.8撮影Product(C)[2021] DigitalGlobe, Inc., a Maxar company.
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は放出前に完了
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◼ 8月4日より、仕切堤設置工事に向けて、重機走行路整備等の準備工事を実施。

◼ 今後、５・６号海側工事エリアでは、重機足場（捨石堤）の設置、取水路開渠内の堆砂撤去を並行して行うと
ともに、仕切堤設置後には透過防止工の撤去を予定している。

要求事項③に対する検討状況
希釈用海水の港湾内工事（２）

5・6号機海側工事エリアの状況重機走行路整備・堆砂撤去準備の状況

シルトフェンス

5/6号機取水路開渠

透過防止工※

※今後、港湾外から 希

釈用の海水を取水する
ため、北防波堤の透過
防止工の一部を撤去
する予定です。

５/６号機取水路開渠の
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５/６号機取水路開渠の
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仕切堤
構築箇所

5/6号機取水路開渠
透過防止工

写真撮影位置

重機走行路 ５/６号機取水路開渠の
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◼ 希釈用の海水を取水するための工事として、スクリーン室およびポンプ室の清掃を実施。

要求事項③に対する検討状況
希釈用海水のスクリーン室・ポンプ室
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スクリーン室清掃状況 ポンプ室清掃状況
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要求事項③に対する検討状況
港湾内の海水モニタリング

変 更 前 変 更 後

実施計画Ⅲ 第3編 3.1.4

図2 港湾内外海水及び地下水のモニタリング計画（サンプ
リング箇所）

実施計画Ⅲ 第3編 3.1.4

図2 港湾内外海水及び地下水のモニタリング計画（サンプ
リング箇所）

◼ 5,6号機取水路開渠内の環境改善後のうえ、港湾内の海水モニタリング位置を希釈用海水の取水口付近の
採取地点に変更する（6号機取水口前から5号機取水口前）。

◼ 当該地点の放射能濃度を日々測定し、変動がないことを確認していく。
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要求事項③に対する検討状況
取水･立坑モニタ

・取水･立坑モニタを設置するエリ
アは、放出設備を設置するための
作業が輻輳するため、安全確保を

第一にモニタ設置工事の並行作業を
模索･検討。

・制御盤設置場所、ケーブルルート
は今後具体化していく。

・取水･立坑モニタは設備信頼性の
観点で準備ができ次第、多重化を
予定。

・取水･立坑モニタ値(計数率)は、
当社WEBページに掲載する。

取水モニタ立坑(放水側)モニタ 屋外盤
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【概要】

➢今後ALPS処理水の海洋放出が20～30年継続することから、社会の皆さまにご安心頂けるよう、取水と立坑上流水槽
に連続で放射線レベルを確認できるモニタを設置することを検討。

➢実績のあるモニタの運用に倣い、特定の核種に着目せず、全ガンマ放射線の計数率を確認。

➢万一、モニタに有意な変動が確認された場合は、サンプリングによる核種分析を行い、取水と放出水の状況を確認。

◼ 希釈用海水に異常が無いことを港湾内海水分析によって日々確認していくことにより、ALPS処理水の海洋放出にあたっ
ての監視は問題なく実施できると考えている。

◼ しかしながら、東京電力としては、今後ALPS処理水の海洋放出が20～30年継続することから、福島県民の皆さまにご
安心頂けるよう、希釈用海水に変動がないことを確認いただくことが重要と考え、希釈放出設備とは別に連続的に確認で
きるモニタの設置を検討する。

◼ 連続モニタは、早期設置を目指し準備するとともに、信頼性向上を目的に多重化にも取組む。



『福島県原子力発電所安全確保技術検討会が取りまとめた8項
目の要求事項』に対する検討状況について

要求事項⑤部分抜粋2022年10月19日 第3回廃炉安全監視協議会

東京電力ホールディングス株式会社



東京電力への要求事項⑤

処理水の漏えいや意図しない放出などの異常発生に備え、影響低減のための機動的対応を迅速
かつ確実に実施できる手順書の整備、訓練による対応力の向上に努めること。また、機動的対
応における時間的余裕を確保するため、設備面における重層的対策を講じること。

【技術検討会等における主な意見】
 設備機器が耐震重要度分類「Ｃクラス」で設計される等、非常時に設備が損傷する前堤とした備えが必

要と理解している。測定・確認用設備の連結弁からの漏えいに関連して、「連結弁の閉時間は、漏えい
箇所数にもよるが、弁１個の閉時間は５分～10分程度と想定」としている一方、「連結管が完全に破断
した場合等、弁近傍への接近が困難なことも想定され、時間を要する可能性もある」と認めているよう
に、対応に困難がともなうことが予想される。様々な場面を想定した対応マニュアルが必要である。ま
た、その対応が実行可能かどうか、対応者の力量向上を含めて検証するべき。（令和３年度第９回廃炉
安全監視協議会）

 地震による測定・確認用タンクの滑動により連結管等が損傷し、タンク内包水が漏えいした場合、タン
ク堰内（貯留面積2,210ｍ2）には全てのタンク内包水量（35,000ｍ3）は貯留できない。タンク堰の高
さはタンク1基分1,000ｍ3貯留すると50㎝位であり、タンクからの漏えい水が堰を溢水しないようにす
るために緊急対応（タンク連絡弁を閉止することや堰内漏えい水の排水処理等）が必要である。（令和
３年度第６回技術検討会）

 タンクから処理水が漏えいした場合の気中被ばくの評価を0.4μSvとしている。処理水を２週間で回収
することを前堤としているが、堰外に漏えいすることも考えられるため、それは不可能である。気中被
ばくの評価は過小評価である。（令和３年度第６回技術検討会）
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要求事項⑤に対する検討状況（1）

2

 地震への対応に関しては、「技術検討会」の場でご説明した通り、下記の機動的対応を実施することを考

えている。

 震度５弱以上の地震発生時、連結弁が開状態となっているタンクについて、優先的に現場確認を行い

、漏えいが確認された場合は速やかに連結弁を閉とする。

 地震により耐震Ｃクラスのタンク等が損傷し、貯留水が敷地外へ著しく漏えいすることを防止するた

めに基礎外周堰を設置する。当該堰については耐震Ｂクラスとし、Ｂクラスの構築物に要求される水

平方向設計震度に対して、必要な強度を確保する。

 貯留水が漏えいし、基礎外周堰内に溜った場合には、仮設ポンプ・高圧吸引車等にて漏えい水の回収

を行う。回収した漏えい水は、健全なタンク・建屋に排水を行う。

 機動的対応で使用する機器類等は既に配置しており、これらも適切に維持管理していく。

 



要求事項⑤に対する検討状況（2）

3

 「測定・確認用タンク」は、ALPS処理水受入れ時・

攪拌時等において、1群10基の連結弁を『開』とし

て運用する。

 その運用を考慮した条件において、「地震により測

定・確認用タンクの連結管の一部が破断、タンク内

包水が漏えい」すること想定し、機動的対応におけ

る時間的余裕を確保するための対策を実施

 外堰内貯留可能量の増大（外堰の拡張・嵩上げ）

 上記対策の貯留可能量を超える漏えい量に対し

て、自動閉止弁の採用による漏えい防止

要求事項⑤への対応案（仕様検討中）
（外堰内貯留可能量増＋連結弁改造）

連結管
漏えい発生

連結弁改造による
自動“閉”機能追加

外堰内貯留可能量
の増大（外堰の拡張

・嵩上げ）

 今後ALPS処理水の海洋放出が20～30年継続することから、福島県民の皆さまにご安心頂け

るよう、「要求事項⑤」を踏まえ、前頁に加えて設備面における重層的対策として下記の対

策を検討しており、検討状況については適宜報告させていただく。

 なお、重層的対策が完了するまでの間は機動的対応を図ることとし、対応に必要な訓練につ

いて検討・計画していく。



要求事項⑤に対する検討状況（3）
自動閉止弁への改造（検討中）による漏えい発生量抑制

 弁体は既存の弁を流用し、エアモーターにより作動させる弁へ改造。エアモーターの駆動源
にはボンベの空気圧を使用。

 駆動機構一式をキャスター付きの架台に乗せ、地震の揺動に合わせて動く構造として耐震性
の確保を考えている。

 今後、モックアップ等を行いながら、設計を進めていく。

 タンクの水抜きをせずに改造出来るものの、狭隘な場所で改造工事を行う必要があり、完了
までには相当の期間を必要とする見通し。

駆動機構

ボンベはカードルユニットにて
タンク堰外近傍に設置を想定
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東京電力ホールディングス株式会社

3号機 使用済燃料プール内の制御棒等
高線量機器取り出しについて

2022年11月11日

・スケジュール、準備作業（ワンスルー）



１．３号機高線量機器※１取り出し計画について

1

 3号機 使用済燃料プール（以下、SFP）に貯蔵している制御棒等の高線量機器の取り出し
を2022年度下期より開始する計画。

 高線量機器の取り出しは、制御棒の取り出しから開始する計画であり、３号機燃料取り出
しに使用した構内輸送容器等を使用して既設サイトバンカや固体廃棄物貯蔵庫へ輸送、保
管する計画。

②遮へい容器 ③輸送コンテナ①構内輸送容器

制御棒

チャンネルボックス

中性子検出器

チャンネルファスナ

大型、小型フィルタ

水中ポンプ 他

ダブルブレードガイド

燃料ラック

制御棒ラック 他

中性子源 他

SFP内ガレキ撤去 水抜き・
壁面/底部
除染※２

2022年度下期～2025年度

①、②については、サイトバンカへ輸送
③については、固体廃棄物貯蔵庫へ輸送

※２：現状は高線量機器取り出し後に水抜き・除染を行う計画。
今後②、③の検討を進めていく上で水抜き、除染を先行
して実施可能と判断した場合は、変更の可能性も有る。

高線量機器取り出し

※１：高線量機器とは、SFP内に保管されている種々の物品を指す。



２－１．作業概要（３号機）

2

・輸送容器（キャスク）SFP内
搬入

・高線量機器、輸送容器内収納

クレーン

フィルタ類

CR

キャスク

・輸送容器一次蓋の取付け
・輸送容器の吊り上げ

クレーン

フィルタ類
キャスク

・輸送容器吊り上げ
・摺動架台（車両）搬入

クレーン

・搬入口内に緩衝体を搬入
（構内輸送容器の場合）

・輸送容器吊り下げ
・緩衝体搬出（構内輸送容器の場合）

クレーン

緩衝体

・輸送容器着座
・転倒防止措置
・二次蓋取付け

クレーン

・クレーンにて、再度、輸送
容器を吊り下げ

・輸送準備（車両積載等）

クレーン

 3号機内作業は、高線量機器の取り扱い以外は、燃料取り出し時と同じ手順で実施。



２－２．作業概要（サイトバンカ）

3

・輸送容器プール内搬入 ・一次蓋取外し
・高線量機器取り出し、収納

・輸送容器プール外搬出
・輸送容器除染・搬出

・輸送容器縦起こし
・二次蓋取外し

・輸送容器搬入
および車両からの吊降ろし

・輸送容器の構内輸送

搬入口

天井クレーン

作業台車

搬入口

天井クレーン

作業台車
ホイスト

貯蔵
プール

転倒防止台座

搬入口

作業台車
ホイスト

貯蔵
プール

３号機からサイトバンカ建屋へ輸送

貯蔵
プール

キャスク
ピット

容器洗浄

容器除染

大物搬入口カーテン

作業台車ホイスト

貯蔵
プール

キャスク
ピット

 サイトバンカ内作業は、低線量エリアであることから、有人にて実施。



３．３号機 作業台車設置

4

 高線量機器取り出しはクレーンを主に使用し、遠隔操作による無人作業で実施するが、高
線量機器が様々な場所に配置されているため、作業補助のために作業台車を設置。

 作業台車上では、プール内移動前後の吊具操作やワイヤ切断等の作業を有人で実施。
（高線量機器移動は、遠隔操作で実施）



４．スケジュール

5

 作業台車の設置等の関連工事を進め、関連工事が完了次第、準備作業として実際の輸送容
器を使用したワンスルーの確認を実施する。

 ワンスルーの確認後、準備が整い次第、高線量機器取り出しを開始する。

実施内容

2022年度
2023
年度

2024
年度

2025
年度

9 10 11 12 1 2 3

関連工事

高線量機器取り出し
（水抜き・除染含む）

ガレキ撤去
（準備が整い次第実施）

ワンスルー確認（関連工事が完了次第実施）

高線量機器取り出し（準備が整い次第実施）



【参考】３号機 SFP内の状況

6

 SFP内には、以下の高線量機器が保管されている。

 現在の状態においても高線量機器取り出し開始に影響は無い。

主な高線量機器 数量

：使用済制御棒 27本

：未使用制御棒 4本

：チャンネルボックス 14本

：チャンネルファスナ 1式

：中性子検出器 1式

：フィルタ他※1 1式

3号機 SFP内高線量機器配置図（資料による確認） 3号機 SFP内ガレキ状況(2022.2.28現在)

制御棒

※1 定期検査時などで使用したフィルタ類

ガレキ

ガレキ

ガレキ

底部
ガレキ

吸引装置

吸引装置



【参考】線量測定結果

7

 燃料ラック上部に高い線量は確認されなかった。

 プール内壁側のガレキについては、比較的高い線量の箇所があったが、底部に保管中の高
線量機器の影響によるものと推定している。

 今後、プール内壁側のガレキ撤去後に再度、線量測定を行う。

2021年11 月25 日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合より抜粋

測定No 測定箇所※1 測定値

① 燃料ラック上部（南東側） 約0.3～0.5mSv/ｈ

② 燃料ラック上部（南西側） 約0.06mSv/ｈ

③ 制御棒（燃料ラック上） 約265mSv/ｈ

④ 制御棒（ハンガー）
約80mSv/ｈ
～1.5Sv/ｈ

⑤ プール西側ガレキ 約1.1～1.8mSv/ｈ

⑥ プール南側ガレキ 約0.6～50mSv/ｈ

⑦ プール北側ガレキ 約2.4～16mSv/ｈ

⑧ プール北側ガレキ 約2.0～16mSv/ｈ

⑨ プール中央ガレキ 約0.6～20mSv/ｈ

⑩ プール南側ガレキ 約0.3～0.5mSv/ｈ

⑪ チャンネルボックス・ラック 約1.0～2.2mSv/ｈ

※1 測定対象から0.5～1m程度上部にて線量測定を実施

①②

③
⑤

⑦

⑥

⑧

使用済燃料プール

⑨

④

線量測定結果（水中）（代表）

⑩

⑪

制御棒



【参考】SFP内調査結果

8

2021年11 月25 日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合より抜粋・一部追記

 プール内調査により、以下の機器に変形等が確認された。

＜制御棒＞（P9,10）

 燃料ラック上部の制御棒（１本）の変形を確認

 制御棒ハンガー（制御棒を吊り下げて保管するスペース）に保管している制御棒
（２本）に変形を確認

＜制御棒ハンガー＞（P11）

 制御棒ハンガー（６箇所）に変形を確認

＜模擬燃料＞（P12）

 模擬燃料（２体）のハンドル部に変形を確認

＜燃料ラック＞（P13）

 燃料ラック吊りピース（６箇所）に変形を確認

＜ガレキ堆積状態＞（P14）

 燃料ラック上部にコンクリートガレキを確認

 プール底部には、砂状のガレキ堆積および鉄製ガレキを確認

 プール底部のガレキの堆積により、底部に保管中の高線量機器は確認できなかった
（底部ガレキ撤去後に再度調査予定）



【参考】高線量機器の状態（燃料ラック上の制御棒）

9

 燃料ラック上の制御棒下部の変形１本※

 取り出し、輸送に影響は無い見込み

2021年11 月25 日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合より抜粋・一部追記

※震災の影響により、制御棒ハンガーから外れ燃料ラック
上へ着地（推定）。
燃料取り出し作業時、作業に干渉する為、干渉しない
位置に移動を実施。

燃料ラック上の制御棒

制御棒下部に変形

使用済燃料プール

制御棒下部に変形

 周辺線量：約270mSv/h（制御棒の実測値ではない）



【参考】高線量機器の状態（制御棒ハンガーに吊っている制御棒）

10

 ハンガーに保管中の制御棒下部の変形２本
 取り出し、輸送に影響は無い見込み

2021年11 月25 日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合より抜粋・一部追記

使用済燃料プール

ハンガー保管の制御棒

制御棒下部に変形

制御棒下部シース部に変形

 周辺線量：約80mSv/h～1.5Sv/h（制御棒の実測値ではない）



【参考】高線量機器の状態（制御棒ハンガー）
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 ハンガー変形６箇所
 ハンガー上にガレキあり

 周辺線量：約80mSv/h～1.5Sv/h（制御棒ハンガーの実測値ではない）

2021年11 月25 日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合より抜粋・一部追記

CRH01

CRH22

ハンガー
変形あり

ハンガー
変形あり

ハンガー
変形あり

ハンガー
変形あり

ハンガー
変形あり

ハンガー
変形あり

使用済燃料プール



【参考】高線量機器の状態（模擬燃料）

12

 模擬燃料ハンドルの変形２体

 周辺線量：約0.3mSv/h～0.5mSv/h（模擬燃料の実測値ではない）

2021年11 月25 日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合より抜粋・一部追記

ハンドル変形なし

模擬燃料

ハンドル変形

使用済燃料プール



【参考】高線量機器の状態（燃料ラック）

13

 燃料ラック吊りピースの変形6箇所（写真抜粋）

 周辺線量：約0.6mSv/h～20mSv/h（燃料ラックの実測値ではない）

2021年11 月25 日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合より抜粋・一部追記

燃料ラック

吊りピース変形 吊りピース変形

使用済燃料プール



【参考】高線量機器の状態（ガレキ堆積状態）

14

2021年11 月25 日
廃炉・汚染水・処理水対策
チーム会合より抜粋

プール西側

プール南側

砂状ガレキ

燃料ラック

鋼製ガレキ

砂状ガレキ

砂状ガレキ

ガレキ

プール中央

プール北側

N
N

高線量機器収納バスケット

使用済燃料プール

燃料ラック



【参考】高線量機器取り出しに使用する容器の概要

15

①構内輸送容器 ②遮へい容器 ③輸送コンテナ

上面

正面

特徴
用途

• 燃料取り出しに使用した容器
• 線量が高い長尺物を運搬

• 遮へい機能を持たせた容器
• 線量が高い短尺物を運搬
• 詳細設計中

• 低線量物品の運搬に使用
• 詳細設計中

※実施計画掲載図面引用

※



循環注水冷却スケジュール（1/1）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2022/11/11/現在

16 23 30 6 13 20 27 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

（実　績）
　・【共通】使用済燃料プールへの非常時注水手段として
　　　　　　コンクリートポンプ車等の現場配備（継続）

現
場
作
業

海水腐食及び
塩分除去対策
（使用済燃料プール
　薬注＆塩分除去）

（実　績）
　・【共通】プール水質管理中（継続） 検

討
・
設
計
・
現
場
作
業

10月

海水腐食及び
塩分除去対策

（実　績）
　・CST窒素注入による注水溶存酸素低減（継続）
　・ヒドラジン注入中（2013/8/29～） 現

場
作
業

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

PCVガス管理

（実　績）
　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　　　・水素モニタ停止　　A系：2022/10/24
　　　・水素モニタ停止　　B系：2022/11/1

　・【1号】PCVガス管理システム ダストサンプリング
　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　A系：2022/11/4

（予　定）
　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
　　　・水素モニタ停止　　A系：2022/12/14

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
関
連

使用済燃料プール
循環冷却

（実　績）
　・【共通】循環冷却中（継続）

　・【２号】ＳＦＰ循環冷却設備一次系熱交換器点検
　　　・SFP一次系停止：2022/10/3～2022/11/9
　

（予　定）

現
場
作
業

使用済燃料プール
への注水冷却

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

窒素充填

　
（実　績）
　・【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入
　　- 連続窒素封入へ移行（2013/9/9～）（継続）

（予　定）

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

2023年5月以降 備　考
上 中 下

12月

循
環
注
水
冷
却

原
子
炉
関
連

循環注水冷却

（実　績）
　・【共通】循環注水冷却中（継続）

（予　定）
　

現
場
作
業

11月 2023年1月 2023年2月 2023年3月 2023年4月分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定

【１，２，３号】原子炉圧力容器 原子炉格納容器 窒素封入中

【１，２，３号】継続運転中

【１，２号】蒸発量に応じて、内部注水を実施

【１号】コンクリートポンプ車等の現場配備

【１，２，３，４号】ヒドラジン等注入による防食

【１，２，３，４号】プール水質管理

CST窒素注入による注水溶存酸素低減

【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入

【１，２，３号】循環注水冷却（滞留水の再利用）

原子炉・格納容器内の崩壊熱評価、温度、水素濃度に応じて、また、
作業等に必要な条件に合わせて、原子炉注水流量の調整を実施

ヒドラジン注入中

略語の意味
CS：炉心スプレイ
CST：復水貯蔵タンク
PCV：原子炉格納容器
SFP：使用済燃料プール

【2号】ＳＦＰ循環冷却一次系停止

【１，２号】循環冷却中

【1号】水素モニタＡ停止

【1号】水素モニタB停止

【1号】希ガス・水素モニタＡ停止

追加

【１号】循環冷却中

【1号】水素モニタＡ停止

実績反映

1/1



東京電力ホールディングス株式会社
使用済燃料プール対策

2022/11/11現在

9 16 23 30 6 13 20 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

①現地調査等（'13/7/25～）

②作業ヤード整備、構外ヤード地組、外壁調査等

③-1:大型カバー仮設構台等設置

【構外】大型カバー換気設備他準備工事

燃料取り出し用構台の検討・設計

燃料取り出し設備の検討・設計

燃料取り出し設備の検討・設計

乾式キャスク製作・検査

乾式保管設備（共用プール用）検討

高線量機器取り出し方法の検討、取り出し機器・容器等の設計・製作

高線量機器取り出し

高線量機器取り出し方法の検討、取り出し機器・容器等の設計・製作

　　　　　　　　　　　　　　　使用済燃料プール対策　スケジュール

分
野
名

廃炉中長期実行プラン２０２２
目標工程

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定
10月 11月 12月

備　考
上 中 下

使
用
済
燃
料
プ
ー

ル
対
策

●1号機大型カバーの
設置完了(2023年度

頃）

●1号機燃料取り出し
の開始（2027～

2028年度）

●2号機燃料取り出し
の開始（2024～

2026年度）

●1～6号機燃料取り
出し完了（2031年

内）

カ
バ
ー

燃料取り出し用カバーの
詳細設計の検討

原子炉建屋上部の
ガレキの撤去

燃料取り出し用カバーの
設置工事

１
号
機

（実　績）
　・大型カバー，ガレキ撤去の検討・設計
　・現地調査等
　・作業ヤード整備・外壁調査
　・大型カバー仮設構台等設置
　・R/B壁面アンカー等設置
　・【構外】大型カバー換気設備他準備工
事

（予　定）
　・大型カバー，ガレキ撤去の検討・設計
　・現地調査等
　・作業ヤード整備・外壁調査
　・大型カバー仮設構台等設置
　・R/B壁面アンカー等設置
　・【構外】大型カバー換気設備他準備工
事

1月 2月 3月 4月 5月 以降

検
討
・
設
計

【主要工程】
〇ガレキ撤去
・ガレキ撤去：'18/1/22～20/11/24（大型カバー設置後に再開予定）
・Ｘブレース撤去：'18/9/19～'18/12/20
・機器ハッチ養生：'19/1/11～'19/3/6
・屋根鉄骨分断：'19/2/5～'19/2/22
・SFP周辺小ガレキ撤去：'19/3/18～'20/9/18
・ウェルプラグ調査：'19/7/17～'19/8/26
・ＳＦＰ内干渉物等調査：'19/8/2、'19/9/4～6　9/20、27
・ウェルプラグ上のH鋼撤去：'19/8/28
・FHM下部支障物撤去：'20/3/3～'20/3/14
・SFPゲートカバー設置：'20/3/16～'20/3/18
・SFP養生設置（準備作業含む）：'20/3 /20～'20/6/18
・FHM支保設置（準備作業含む）：'20/9/15～'20/10/23
・天井クレーン支保設置（準備作業含む）：'20/10/28～'20/11/24
○大型カバー設置
・残置カバー解体（準備作業含む）：'20/11/25～'21/6/19
・大型カバー仮設構台等設置：'21/8/28～
・外壁調査：'21/10/20～
・大型カバー換気設備他準備工事：'21/10/19～
・大型カバーアンカー及びベースプレート設置：'22/4/13～
【規制庁関連】
・オペレーティングフロア床上ガレキの一部撤去等　実施計画変更認可
（'19/3/1）
・大型カバー　実施計画変更申請（'21/6/24）
・大型カバー換気設備他　実施計画変更申請（'21/8/23）

※○番号は、別紙配置図と対応

現
場
作
業

2
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し用構台の検討・設計
　・南側ヤード干渉物撤去
　・地盤改良試験施工
   ・地盤改良
   ・掘削工事
   ・燃料取扱機操作室撤去準備・撤去

（予　定）
　・燃料取り出し用構台の検討・設計
　・燃料取扱機操作室撤去・片付
　・オペフロ南側既設設備撤去準備・
　　撤去・片付
　・構台基礎工事
　・鉄骨地組
　

検
討
・
設
計

【主要工程】
　〇ヤード・構台作業関連
　・燃料取り出し計画の選択：'19/10/31
　・ヤード整備工事   ：'15/3/11～'16/11/30
　・西側構台設置工事：'16/9/28～'17/2/18
　・前室設置工事　　：'17/3/3～'17/5/16
　・屋根保護層撤去（遠隔重機作業）：'18/1/22～'18/5/11
　・オペレーティングフロア西側外壁開口：'18/4/16～'18/6/21
　・鉄骨トラス状況確認：'18/2/28～18/3/17
　・西側構台設備点検：'19/2/13～'19/3/26
　・地盤改良工事：'21/10/28～'2２/4/19
　・構台基礎工事：'22/6/16～'22/10/下
　〇オペフロ作業関連
   ・オペレーティングフロア調査：'18/6/25～'2１/3/10
　・オペレーティングフロア残置物移動・片付け：'18/8/23～'20/12/11
　・SFP内調査：'20/4/27～'20/6/30（調査：'20/6/10～'20/6/11）
　・【構外】原子炉建屋オペフロ除染作業検証：'21/３/１５～'21/7/21
　・原子炉建屋オペフロ除染（その１）：'21/６/22～'2２/1/31
　・原子炉建屋オペフロ遮蔽体設置（その１）：'21/９/２１～'2２/５/27
　・燃料交換機移動：'2２/5/30～'2２/６/30
　・燃料取扱機操作室撤去：'2２/７/1～'2２/１１/下旬
　・オペフロ南側既設設備撤去：'2２/１２/上旬～'2３/３/下旬
 【規制庁関連】
　・西側外壁開口設置
　　実施計画変更認可（'17/12/21）
　・燃料取り出し用構台・付帯設備
　　実施計画変更認可（'22/4/22）
　・燃料取扱設備
　　実施計画変更申請（'20/12/25）
　　実施計画変更申請（'22/3/22）

　※○番号は、別紙配置図と対応

現
場
作
業

【主要工程】
　・６号機使用済燃料搬出（６号機→共用プール）：'22/8/30～

燃
料
取
扱
設
備

クレーン／燃料取扱機の
設計・製作

プール内ガレキの撤去、
燃料調査等

１
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し設備の検討・設計
（予　定）
　・燃料取り出し設備の検討・設計

検
討
・
設
計

【主要工程】
　・燃料取り出し計画の選択：2014年10月
　　　→プール燃料取り出しに特化したプランを選択
　・ガレキ撤去計画継続検討
　・燃料取り出し計画の選択：'19/12/19

2
号
機

（実　績）
　・燃料取り出し設備の検討・設計
（予　定）
　・燃料取り出し設備の検討・設計

検
討
・
設
計

【主要工程】
　・燃料取り出し計画の選択：'19/10/31

燃
料
取
り
出
し

６号機使用済燃料の搬出
６
号
機

（実　績）
　・使用済燃料搬出

（予　定）
　・使用済燃料搬出

現
場
作
業

【主要工程】
　・６号機使用済燃料受け入れ（６号機→共用プール）：'22/9/19～

乾式キャスク製作

（実　績）
   ・乾式キャスク製作・検査

（予　定）
　・乾式キャスク製作・検査

調
達

【主要工程】
・実施計画変更認可済（'20/9/29）

●その他プール燃料取
り出し関連作業

共
用
プ
ー

ル

燃料受け入れ

（実　績）
　・使用済燃料受け入れ

（予　定）
　・使用済燃料受け入れ

現
場
作
業

共用プール空き容量確保
（既設仮保管設備受入）

（実　績）
   ・なし
（予　定）
　・乾式キャスク搬出作業
　・乾式キャスク仮保管設備エリア増設

現
場
作
業

【主要工程】
・乾式キャスク搬出作業開始（'22/５/11～）【６号機用２２基中１基目完了】
・乾式キャスク仮保管設備エリア増設（'22/6～）

乾式保管設備（共用プール
用） 検討・設計・設置工事

（実　績）
　・乾式保管設備（共用プール用）検討

（予　定）
　・乾式保管設備（共用プール用）検討

検
討
・
設
計

高
線
量
機
器
取
り
出
し

制御棒等高線量機器
取り出し

３
号
機

（実　績）
 　・高線量機器取り出し方法の検討
　 ・プール内ガレキ撤去

（予　定）
　・高線量機器取り出し方法の検討
　・プール内ガレキ撤去
　・高線量機器取り出し

検

討

・

設

計
【主要工程】
○３号機　使用済燃料プール内調査：'21/７/15～'21/10/6
○３号機　使用済燃料プール内ガレキ撤去準備・ガレキ撤去：'21/10/7～現

場
作
業

4
号
機

（実　績）
 　・高線量機器取り出し方法の検討

（予　定）
　 ・高線量機器取り出し方法の検討

検
討
・
設
計

大型カバー，ガレキ撤去の検討・設計

（2026年度頃完了予定）

（2024年度頃完了予定）

（2026年度頃完了予定）

（2023年度頃完了予定）

（2023年度頃完了予定）

継続検討中

（2025年完了予定）

プール内ガレキ撤去準備・ガレキ撤去

（2024年度頃完了予定）

（2024年度頃完了予定）

継続検討中

（2024年度頃完了予定）

（2023年度頃完了予定）

（2024年度完了予定）

（2023年度頃完了予定）

（2023年度頃完了予定）

乾式キャスク搬出作業

（2027年度頃完了予定）

（2023年度頃完了予定）

⑤燃料取扱機操作室撤去（準備・撤去・片付）

⑤オペフロ南側既設設備撤去

（準備・撤去・片付）

（2023年3月完了予定）

（2023年4月完了予定）

乾式キャスク仮保管設備エリア増設

（2026年度頃完了予定）

使用済燃料搬出作業

（2024年完了予定）

③-2:R/B壁面アンカー設置、ベースプレート設置）

③-3:本体鉄骨建方等

【構内】大型カバー換気設備他設置工事

構台基礎工事

（2025年完了予定）

構台鉄骨工事

【構外】燃料取り出し用構台設置（鉄骨地組）

使用済燃料受け入れ作業

関連工事との調整に伴い開始時期調整中



東京電力ホールディングス株式会社
燃料デブリ取り出し準備

2022/11/11現在

23 30 6 13 20 27 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

現

場

作

業

１１月 １２月

建屋内環境改善
・2階線量低減の準備作業'20/7/20～"23/1月中旬
　他工事との工程調整のため作業中断中。'22/2/23～
'22/9/19
　・ＲＣＷ入口ヘッダ配管穿孔'22/10月24日～11月
予定
　・ＲＣＷ熱交換器内包水サンプリング'22/12月予定

・１階北側エリア線量低減'22/7/20～'22/9/9

１
号

圧力抑制室内包水のサンプリング
・原子炉冷却材浄化系逆止弁開放'22/11月中下旬
・圧力抑制室底部確認，圧力抑制室内包水サンプリング'23/1月上
中旬

（実　績）
　○建屋内環境改善（継続）

（予　定）
　○建屋内環境改善（継続）

１０月

（実　績）
　○建屋内環境改善（継続）

（予　定）
　○建屋内環境改善（継続）

現
場
作
業

現
場
作
業

２
号

1
号

（実　績）なし

（予　定）圧力抑制室内包水のサンプリング
現
場
作
業

PCV内部調査に係る実施計画変更申請('18/7/25)
→補正申請('20/9/9),認可('21/2/4)

・1号機PCV内作業時のダスト飛散事象を踏まえて，2
号機においてもダスト低減対策を検討中。2号機PCV内
部調査は2022年内開始を目指す試験的取り出しと合わ
せて実施することで検討中。
・PCV内部調査装置投入に向けた作業'20/10/20～
・X-6ペネ内堆積物調査（接触調査：'20/10/28，3D
スキャン調査：'20/10/30）
・常設監視計器取外し'20/11/10～
・X-53ペネ調査'21/6/29
・X-53ペネ孔径拡大作業'21/9/13～'21/10/14
・隔離部屋設置作業'21/11/15～

１月

○PCV内部調査
　PCV内部調査に係る実施計画変更申請('18/7/25)
→補正申請('19/1/18)→認可('19/3/1)
【主要工程】
・PCV内部調査装置投入に向けた作業'19/4/8～
'21/10/14
・PCV内部調査'21/11/5～
・ROV-Aガイドリング取付'22/2/8～'22/2/10
・ROV-A2調査'22/3/14～'22/5/23
・ROV-C調査'22/6/7～'22/6/11

○1/2号機SGTS配管撤去
　1/2号機SGTS配管撤去(その1)に係る実施計画変更申請
('21/3/12) → 認可('21/8/26)
【主要工程】
・1/2号機SGTS配管切断時ダスト飛散対策（ウレタン注
入）　'21/9/8～'21/9/26
・1/2号機SGTS配管切断　'22/5/23～'23/5月中旬

・3号機原子炉格納容器内取水設備設置に係る実施計画
変更申請('21/2/1)
→補正申請('21/7/14)
→認可('21/7/27)

・取水設備設置'21/10/1～'22/3/31
・使用前検査（3号）（'22/4/26）

・３号機格納容器内取水設備による圧力抑制室内包水の
水質改善開始　'22/10/３～

現
場
作
業

現
場
作
業

現
場
作
業

２月 ３月

建屋内環境改善
・北西エリア機器撤去および除染
　'21/7/12～'22/1/10
・北側エリア仮設遮へい設置'22/1/11～'22/3/22
・北西エリア機器撤去 '22/4/18～'22/7/14
・１階北東南東エリア除染 '22/8/30～'23/１月

検
討
・
設
計

検
討
・
設
計

備　考これまで1ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定

３
号

（実　績）なし

（予　定）なし

（実　績）
　○原子炉格納容器水位低下（継続）
　○圧力抑制室内包水の水質改善（継続）

（予　定）
　○原子炉格納容器水位低下（継続）
　○圧力抑制室内包水の水質改善（継続）

建屋内環境改善
・R/B大物搬入口2階遮へい設置
　　'21/11/29～'22/1/10
・1階西側通路MCC盤撤去
　　'22/1/11～'22/2/25
・２階北側エリア除染'23/2月～

現
場
作
業

3
号

分
野
名

括
り 作業内容

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
準
備

原
子
炉
建
屋
内
環
境
改
善

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し

燃料デブリの
取り出し

原子炉建屋内の
環境改善

格
納
容
器
内
水
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築

格納容器内水循環
システムの構築

廃炉中長期実行プラン２０２２
目標工程

●初号機の燃料デブリ取
り出しの開始

●取り出し規模の更なる
拡大（1/3号機）

●段階的な取り出し規模
の拡大（2号機）

燃料デブリ取り出し準備　スケジュール

４月 ５月以降

現
場
作
業

（実　績）なし

（予　定）
　○建屋内環境改善（継続）

3
号

現
場
作
業

検
討
・
設
計

2
号

（実　績）
　○原子炉格納容器内部調査（継続）

（予　定）
　○原子炉格納容器内部調査（継続）

２
号

（実　績）
　○【研究開発】格納容器内部詳細調査技術の開発（継続）
　○【研究開発】圧力容器内部調査技術の開発（継続）
　○燃料デブリ取出設備　概念検討（継続）

（予　定）
　○【研究開発】格納容器内部詳細調査技術の開発（継続）
　○【研究開発】圧力容器内部調査技術の開発（継続）
　○燃料デブリ取出設備　概念検討（継続）

1
号

（実　績）
　○原子炉格納容器内部調査（継続）
　○1/2号機SGTS配管撤去（継続）

（予　定）
　○原子炉格納容器内部調査（継続）
　○1/2号機SGTS配管撤去（継続）

共
通

（実　績）
　

（予　定）

PCV内部調査

PCV内部調査装置投入に向けた作業

PCV内部調査

（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

ロボットアームの性能確認試験・モックアップ・訓練（国内）

PCV内部調査

１階北東南東エリア除染

２階北側エリア除染

時期調整中

時期調整中

1/2号機SGTS配管撤去（残り分）

時期調整中

2階線量低減に向けた準備作業

３号機格納容器内取水設備の運転開始
（継続実施）

圧力抑制室内包水のサンプリング

最新工程反映

1 / 2 



東京電力ホールディングス株式会社
燃料デブリ取り出し準備

2022/11/11現在

23 30 6 13 20 27 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

１１月 １２月１０月 １月 ２月 ３月 備　考これまで1ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定
分
野
名

括
り 作業内容

廃炉中長期実行プラン２０２２
目標工程

燃料デブリ取り出し準備　スケジュール

４月 ５月以降

燃
料
デ
ブ
リ
取
り
出
し
準
備

燃
料
デ
ブ
リ
収
納
・
移
送
・
保
管
技
術
の
開
発

（実　績）
　○【研究開発】燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発
　　　粉状、スラリー・スラッジ状の燃料デブリ対応（継続）
　　　燃料デブリ乾燥技術/システムの開発（継続）

（予　定）
　○【研究開発】燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発
　　　粉状、スラリー・スラッジ状の燃料デブリ対応（継続）
　　　燃料デブリ乾燥技術/システムの開発（継続）

燃
料
デ
ブ
リ
臨
界
管
理
技
術
の
開
発

燃料デブリ
収納・移送・保管

技術の開発

（実　績）
　○事故関連factデータベースの更新（継続）
　○炉内・格納容器内の状態に関する推定の更新（継続）

（予　定）
　○事故関連factデータベースの更新（継続）
　○炉内・格納容器内の状態に関する推定の更新（継続）
　○2号機燃料取扱機操作室調査の実施

炉心状況
把握

取
出
後
の
燃
料
デ
ブ
リ
安
定
保
管

処
理
・
処
分

燃料デブリ
性状把握

 （実　績）
　○【研究開発】燃料デブリ性状把握のための分析・推定技術の
開発
    ・燃料デブリ性状の分析に必要な技術開発等（継続）
 
　
（予　定）
　○【研究開発】燃料デブリ性状把握のための分析・推定技術の
開発
    ・燃料デブリ性状の分析に必要な技術開発等（継続）

炉
心
状
況
把
握

燃料デブリ
臨界管理

技術の開発

（実　績）
　○【研究開発】臨界管理方法の確立に関する技術開発
　　　・未臨界度測定・臨界近接監視のための技術開発（継続）
　　　・臨界防止技術の開発（継続）

（予　定）
　○【研究開発】臨界管理方法の確立に関する技術開発
　　　・未臨界度測定・臨界近接監視のための技術開発（継続）
　　　・臨界防止技術の開発（継続）
　

●燃料デブリの処理・処
分方法の決定に向けた取

り組み

●段階的な取り出し規模
の拡大（2号機）

現
場
作
業

○2号機燃料取扱機操作室調査
【主要工程】
・事前準備・現場確認　'22/7/5～'22/7/22
・調査実施　'22/７/１７～'22/8/4
・調査実施（追加）　'22/8/24～'22/9/7

検
討
・
設
計

Ｒ
Ｐ
Ｖ
／
Ｐ
Ｃ
Ｖ
健
全
性
維
持

圧力容器
/格納容器の
健全性維持

現
場
作
業

検
討
・
設
計

現
場
作
業

検
討
・
設
計

現
場
作
業

検
討
・
設
計

検
討
・
設
計

現
場
作
業

（実　績）
　○腐食抑制対策
　　・窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減実施
（継続）

（予　定）
　○腐食抑制対策
　　・窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減実施
（継続）

腐食抑制対策（窒素バブリングによる原子炉冷却水中の溶存酸素低減）

事故関連factデータベースの更新

炉内・格納容器内の状態に関する推定の更新

【研究開発】「燃料デブリ・炉内構造物の取り出しに向けた技術の開発」の一部として実施

・未臨界度測定・臨界近接監視のための技術開発

・臨界防止技術の開発

・燃料デブリ性状の分析に必要な技術開発等

【研究開発】燃料デブリの性状把握のための分析・推定技術の開発

（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

（継続実施）

【研究開発】粉状、スラリー・スラッジ状の燃料デブリ対応

（粉状及びスラリー・スラッジの調査、分析等）

3

【研究開発】燃料デブリ収納・移送・保管技術の開発

（乾燥技術/システムの開発）
（継続実施）

2 / 2 



使用済燃料プール水質状況について

2022/11/11

東京電力ホールディングス株式会社



1

福島第一原子力発電所 使用済燃料プール水質状況

試料名 採取日時
pH 導電率

Cl（塩化物
イオン）

Cs-134 Cs-137
備考

－ mS/m ppm Bq/L Bq/L

1号機
SFP

2022/07/07 8.6 33 25 1.489E+05 6.675E+06

実施
計画
に基
づくサ
ンプリ
ング

2022/10/21 8.4 35 26 1.453E+05 6.337E+06

2号機
SFP

2022/07/19 8.7 30 16 8.423E+03 6.176E+05

2022/10/3 8.9 31 16 8.194E+03 6.355E+05

3号機
SFP

2022/07/26 8.0 33 31 1.363E+04 5.030E+05

2022/10/19 8.4 34 32 2.867E+04 1.101E+06

4号機
SFP

2022/07/21 8.8 24 22 5.537E+01 2.741E+03

2022/10/31 8.8 24 27 4.365E+01 2.609E+03

管理値
5.6～10.0
4号機は

5.6～11.0
40以下

100以下
導電率が40mS/m
を超える場合

－ －
プール水
温25℃
において

使用済燃料プール水質サンプリング結果

微生物の発生防止のため，ヒドラジン間欠注入を実施中
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【参考】１号機使用済燃料プール水水質変化について（１）
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【参考】１号機使用済燃料プール水水質変化について（２）
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【参考】２号機使用済燃料プール水水質変化について（１）
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【参考】２号機使用済燃料プール水水質変化について（２）
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【参考】３号機使用済燃料プール水水質変化について（１）
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【参考】３号機使用済燃料プール水水質変化について（２）
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【参考】４号機使用済燃料プール水水質変化について（１）
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【参考】４号機使用済燃料プール水水質変化について（２）
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40
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30
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福島第一原子力発電所第１号機、第２号機及び第３号機の 

原子炉内温度計並びに原子炉格納容器内温度計の信頼性評価について 

（2022年11月提出） 

 

2022年11月11日 

東京電力ホールディングス株式会社 

 

当社は、平成24年2月24日、経済産業省原子力安全・保安院より、「東京電力

株式会社福島第一原子力発電所第２号機の原子炉圧力容器底部における温度上

昇を踏まえた対応について（指示）」の指示文書＊を受領した。 

これを受けた平成24年3月1日付けの報告書の中で、以降の温度計信頼性評価

報告に関しては、報告月の15日までのデータをもとに評価を実施し、原則翌月

に報告するとした。 

本報告書は、指示文書及びそれに対する報告書に基づき温度計の信頼性評価

について報告するものである。 

 

＊ 指示文書 

東京電力株式会社福島第一原子力発電所第２号機の原子炉圧力容器底部

における温度上昇を踏まえた対応について（指示） 

（平成24・02・24 原院第４号） 

 

原子力安全・保安院（以下「当院」という。）は、貴社から、平成24年2

月13日付け「東京電力株式会社福島第一原子力発電所第２号機原子炉圧力

容器底部における温度上昇を踏まえた対応に係る報告の徴収について」に

基づき、平成24年2月15日付け原管発官23第639号をもって、福島第一原子

力発電所第２号機原子炉圧力容器底部における温度上昇を踏まえた対応に

ついて、報告を受けました。 

当該報告で示された「今後のスケジュール」では、平成26年度以降に原

子炉内温度監視の代替手段に係る工事に着手するとされていますが、当該

報告受領後も、第２号機において、平成24年2月20日から24日までの間にか

けて、温度計の１つの指示値が大きく上昇していることが確認されていま

す。 

今後も温度計の故障が発生すると、原子炉内温度の監視に支障が生じる

ことから、当院では、原子炉内温度監視の代替手段について、可及的速や

かに実施可能なものを検討し、実施する必要があると考えます。 
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このため、当院は、貴社に対し、下記の対応を求めます。 

 

   記 

 

１．第２号機について、現在使用している温度計以外に原子炉内の温度

を監視するための代替手段に関し、現時点で実現可能性があると考

えられる手段ごとに、実現する上での課題を明らかにした上で具体

的な作業工程を示した実施計画を策定し、平成24年3月1日までに当

院に対し、報告すること。 

 

２．第１号機、第２号機及び第３号機の原子炉内温度並び原子炉格納容

器内温度を監視するために現在使用している個々の温度計の指示値

の信頼性を評価し、当院から指示があるまでの間、１か月に１度、

当院に対し報告すること。 

 

１．温度計の信頼性評価について 

信頼性評価対象の温度計について、温度計信頼性評価フローに基づき信頼性

評価を行った。温度計信頼性評価フローおよび温度計の状態分類について添付

資料１に、詳細な評価対象および評価結果を添付資料２に、温度計の配置図を

添付資料３に、温度トレンドを添付資料４に、信頼性評価結果を表１に示す。 

※温度トレンド１次評価は 9 月 16 日～10 月 15 日の温度データを使用して

評価した。 

 

表１． 温度計信頼性評価結果 

（2022 年 11 月 11 日現在） 

   単位は（台）、（）内は前回報告からの増減 

号

機 

監視 

対象 

設置 

台数 

評価対象・評価結果 
評価 

対象外 
備考 

全数 
監視に 

使用可 

参考に 

使用 
故障 

１ 
RPV 42 26 26（±0） 0（±0） 0（±0） 16 － 

PCV 22 22 22（±0） 0（±0） 0（±0） 0 － 

２ 
RPV 41 36 5（±0） 3（±0） 28（±0） 5 － 

PCV 36 36 18（±0） 7（±0） 11（±0） 0 － 

３ 
RPV 42 42 28（±0） 0（±0） 14（±0） 0 － 

PCV 36 35 29（±0） 1（±0） 5（±0） 1 － 
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２．添付資料 

１）温度計信頼性評価フローおよび温度計の状態分類 

２）１～３号機  ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計信頼性評価対象および評価結果 

３）１～３号機  ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計配置図 

４）１～３号機  ＲＰＶ／ＰＣＶ温度トレンド 

 

以 上 



添付資料１ 
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 ※1　温度トレンド評価
（１次評価）

No

温度計異常の可能性の有無

 ※1 温度トレンド評価（１次評価）の観点
　 ①類似するエリアに設置する他の温度計の温度トレンドと比較して
　　 特異な挙動を示していないか。なお、ハンチングしている温度計
　　 はハンチング幅の中央値のトレンドで確認する
　 ②新設したRPV温度計（TE-2-3-69R：2号）、PCV温度計（TE-1625T1
　　 ～7：1号、TE-16-001～005：3号）の指示値との比較を行う
 

無

有

温度計の直流抵抗を測定

Yes

故障

直流抵抗が定検時平均より10％超過

Yes

参考に使用

No

No

監視に使用可

 ※3 温度トレンド評価（２次評価）の観点
　 ①類似するエリアに設置する他の温度計の温度
　　 トレンドが同様の挙動を示しているか、絶対
　　 値に関しても大きな差がないか
　 ②原子炉への注水量の変更等の原子炉の状態変
　　 化に相応した温度挙動を示しているか
　 （必要に応じ、解析的アプローチの実施を検討
　　 する）

温度計信頼性評価

温度計トレンドや絶対値から正しい
値を指示していないと判断できるか

 ※2
直流抵抗測定値が事故後の直流抵抗測定値の

最小値と比較して増加量が30%以上

温度計トレンドや絶対値から正しい
値を指示していないと判断できるか

Yes

Yes

No

 ※3　温度トレンド評価
 （２次評価）

 ※3　温度トレンド評価
 （２次評価）

 ※2 直流抵抗測定値の増加量30%は目安値であり、
     今後データを蓄積して、適宜見直しを行う

評価時点で
参考に使用と判断しているか？

Yes

No

温度計信頼性評価フローおよび温度計の状態分類 

状態分類 評価方法 

故障 
((1)または(2)が成立した時) 

(1)直流抵抗が定検時平均より１０％超過 

(2)「事故後における直流抵抗測定値の最小値と比較して増加量が
３０％（※）以上」かつ「温度トレンドから正しい値を示してい
ないと工学的に判断できるもの」 

参考に使用 
((1)または(2)が成立した時) 

(1)「事故後における直流抵抗測定値の最小値と比較して増加量が
３０％（※）以上」かつ「温度トレンドから正しい値を示してい
ないと工学的に判断できないもの」 

(2)「事故後における直流抵抗測定値の最小値と比較して増加量が
３０％（※）未満」かつ「温度トレンドから正しい値を示してい
ないと工学的に判断できるもの」 

監視に使用可 
（絶縁低下または正常） 

上記以外 

※３０％（直流抵抗測定値／事故後の直流抵抗最小値）は目安値であり、データを蓄積し、適宜見直
しをかける。 



1 TE-263-66A1 VESSEL HEAD ADJAC. TO FLANGE RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

2 TE-263-66A2 VESSEL HEAD ADJAC. TO FLANGE RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

3 TE-263-66B1 VESSEL HEAD FLANGE RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

4 TE-263-66B2 VESSEL HEAD FLANGE RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

5 TE-263-67A1 VESSEL STUD RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

6 TE-263-67A2 VESSEL STUD RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

7 TE-263-69A1 原子炉フランジ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

8 TE-263-69A2 原子炉フランジ RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

9 TE-263-69A3 原子炉フランジ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

10 TE-263-69B1 原子炉蒸気 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

11 TE-263-69B2 原子炉蒸気 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

12 TE-263-69B3 原子炉蒸気 RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

13 TE-263-69D1 Ｎ－４ＢノズルＥＮＤ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

14 TE-263-69D2 Ｎ－４ＢノズルＥＮＤ　ＩＮＢＯＡＲＤ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

15 TE-263-69E1 Ｎ－４ＣノズルＥＮＤ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

16 TE-263-69E2 Ｎ－４ＣノズルＥＮＤ　ＩＮＢＯＡＲＤ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

17 TE-263-69C1 VESSEL BELOW WATER LEVEL RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

18 TE-263-69C2 VESSEL BELOW WATER LEVEL RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

19 TE-263-69C3 VESSEL BELOW WATER LEVEL RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

20 TE-263-69F1 ＶＥＳＳＥＬ　ＣＯＲＥ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

21 TE-263-69F2 ＶＥＳＳＥＬ　ＣＯＲＥ RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

22 TE-263-69F3 ＶＥＳＳＥＬ　ＣＯＲＥ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

23 TE-263-69G1 VESSEL DOWNCOMER RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

24 TE-263-69G2 VESSEL DOWNCOMER RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

25 TE-263-69G3 VESSEL DOWNCOMER RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

26 TE-263-69H1 原子炉SKIRT ＪＯＩＮＴ上部 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

27 TE-263-69H2 原子炉SKIRT ＪＯＩＮＴ上部 RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

28 TE-263-69H3 原子炉SKIRT ＪＯＩＮＴ上部 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

29 TE-263-69K1 VESSEL SKIRT NEAR JOINT RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

30 TE-263-69K2 VESSEL SKIRT NEAR JOINT RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

31 TE-263-69K3 VESSEL SKIRT NEAR JOINT RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

32 TE-263-69L1 ＶＥＳＳＥＬ　ＢＯＴＴＯＭ　ＨＥＡＤ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

33 TE-263-69L2 ＶＥＳＳＥＬ　ＢＯＴＴＯＭ　ＨＥＡＤ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

34 TE-263-69L3 ＶＥＳＳＥＬ　ＢＯＴＴＯＭ　ＨＥＡＤ RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

35 TE-263-69M1 SUPPORT SKIRT AT MTG. FLANGE RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

36 TE-263-69M2 SUPPORT SKIRT AT MTG. FLANGE RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

37 TE-263-69M3 SUPPORT SKIRT AT MTG. FLANGE RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

38 TE-263-69N1 ＣＲＤハウジング上端 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

39 TE-263-69N2 ＣＲＤハウジング上端 RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

40 TE-263-69N3 ＣＲＤハウジング上端 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

41 TE-263-69P#1 Ｎ－１２　ＶＥＳＳＥＬ　ＢＯＴＴＯＭ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

42 TE-263-69P#2 Ｎ－１２　ＶＥＳＳＥＬ　ＢＯＴＴＯＭ RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

灰塗りは故障及び評価対象外

※１：（事故後測定値）／（定検平均値）

※２：（直流抵抗測定値）／（事故後における直流抵抗最小値）

※３：○：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できない　×：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できる

温度トレンド
二次評価

※３
定検平均値比※１

○：1.10以下
×：1.10より大

１号機　ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計信頼性評価対象および評価結果

未臨界監視
(24条)

No. Tag　No. サービス名称

直流抵抗

前回報告
評価結果

温度トレンド
一次評価

事故後直流抵抗
最小値比※２
○：1.30未満
×：1.30以上

冷温停止
状態監視

(18条)
取付位置 評価結果

添付資料２
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評価結果No. Tag　No. サービス名称

直流抵抗

１号機　ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計信頼性評価対象および評価結果

冷温停止
状態監視

(18条)
取付位置

未臨界監視
(24条)

前回報告
評価結果

温度トレンド
一次評価

温度トレンド
二次評価

※３

事故後直流抵抗
最小値比※２
○：1.30未満
×：1.30以上

定検平均値比※１
○：1.10以下

×：1.10より大

43 TE-261-13A 安全弁－４Ａ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

44 TE-261-13B 安全弁－４Ｂ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

45 TE-261-13C 安全弁－４Ｃ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

46 TE-261-14A ＲＶ－２０３－３Ａ（ブローダウンバルブ） PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

47 TE-261-14B ＲＶ－２０３－３Ｂ（ブローダウンバルブ） PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

48 TE-261-14C ＲＶ－２０３－３Ｃ（ブローダウンバルブ） PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

49 TE-261-14D ＲＶ－２０３－３Ｄ（ブローダウンバルブ） PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

50 TE-1625L EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

51 TE-1625M EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

52 TE-1625N EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

53 TE-1625P EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

54 TE-1625R EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

55 TE-1625F ＨＶＨ－１２Ａ　ＳＵＰＰＬＹ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

56 TE-1625G ＨＶＨ－１２Ｂ　ＳＵＰＰＬＹ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

57 TE-1625H ＨＶＨ－１２Ｃ　ＳＵＰＰＬＹ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

58 TE-1625J ＨＶＨ－１２Ｄ　ＳＵＰＰＬＹ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

59 TE-1625K ＨＶＨ－１２Ｅ　ＳＵＰＰＬＹ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

60 TE-1625A ＨＶＨ－１２Ａ　ＲＥＴＵＲＮ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

61 TE-1625B ＨＶＨ－１２Ｂ　ＲＥＴＵＲＮ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

62 TE-1625C ＨＶＨ－１２Ｃ　ＲＥＴＵＲＮ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

63 TE-1625D ＨＶＨ－１２Ｄ　ＲＥＴＵＲＮ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

64 TE-1625E ＨＶＨ－１２Ｅ　ＲＥＴＵＲＮ　ＡＩＲ PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

灰塗りは故障及び評価対象外

※１：（事故後測定値）／（定検平均値）

※２：（直流抵抗測定値）／（事故後における直流抵抗最小値）

※３：○：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できない　×：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できる
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1 TE-2-3-66A1 VESSEL HEAD ADJAC. TO FLANGE RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

2 TE-2-3-66A2 VESSEL HEAD ADJAC. TO FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

3 TE-2-3-66B1 VESSEL HEAD FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

4 TE-2-3-66B2 VESSEL HEAD FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

5 TE-2-3-67A1 VESSEL STUD RPV 故障 - - - - 故障 - -

6 TE-2-3-67A2 VESSEL STUD RPV 故障 - - - - 故障 - -

7 TE-2-3-69A1 VESSEL FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

8 TE-2-3-69A2 VESSEL FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

9 TE-2-3-69A3 VESSEL FLANGE RPV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

10 TE-2-3-69B1 VESSEL WALL ADJ TO FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

11 TE-2-3-69B2 VESSEL WALL ADJ TO FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

12 TE-2-3-69B3 VESSEL WALL ADJ TO FLANGE RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

13 TE-2-3-69D1 FEEDWATER NOZZLE N4B END RPV 故障 - - - - 故障 - -

14 TE-2-3-69D2 FEEDWATER NOZZLE N4B INBOARD RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

15 TE-2-3-69E1 FEEDWATER NOZZLE N4D END RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

16 TE-2-3-69E2 FEEDWATER NOZZLE N4D INBOARD RPV 故障 - - - - 故障 - -

17 TE-2-3-69J1 VESSEL WALL BELOW FW NOZZLE RPV 故障 - - - - 故障 - -

18 TE-2-3-69J2 VESSEL WALL BELOW FW NOZZLE RPV 故障 - - - - 故障 - -

19 TE-2-3-69J3 VESSEL WALL BELOW FW NOZZLE RPV 故障 - - - - 故障 - -

20 TE-2-3-69H1 VESSEL WALL ABOVE BOTTOM HEAD RPV 故障 - - - - 故障 - -

21 TE-2-3-69H2 VESSEL WALL ABOVE BOTTOM HEAD RPV 故障 - - - - 故障 - -

22 TE-2-3-69H3 VESSEL WALL ABOVE BOTTOM HEAD RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

23 TE-2-3-69F1 VESSEL BOTTOM ABOVE SKIRT JCT RPV 故障 - - - - 故障 - -

24 TE-2-3-69F2 VESSEL BOTTOM ABOVE SKIRT JCT RPV 故障 - - - - 故障 - -

25 TE-2-3-69F3 VESSEL BOTTOM ABOVE SKIRT JCT RPV 故障 - - - - 故障 - -

26 TE-2-3-69K1 SUPPORT SKIRT TOP RPV 故障 - - - - 故障 - -

27 TE-2-3-69K2 SUPPORT SKIRT TOP RPV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

28 TE-2-3-69K3 SUPPORT SKIRT TOP RPV 故障 - - - - 故障 - -

29 TE-2-3-69L1 VESSEL BOTTOM HEAD RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

30 TE-2-3-69L2 VESSEL BOTTOM HEAD RPV 故障 - - - - 故障 - -

31 TE-2-3-69L3 VESSEL BOTTOM HEAD RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

32 TE-2-3-69M1 SUPPORT SKIRT AT MTG.FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

33 TE-2-3-69M2 SUPPORT SKIRT AT MTG.FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

34 TE-2-3-69M3 SUPPORT SKIRT AT MTG.FLANGE RPV 故障 - - - - 故障 - -

35 TE-2-3-69N1 TOP CONTROL ROD DRIVE HOUSING RPV 故障 - - - - 故障 - -

36 TE-2-3-69N2 TOP CONTROL ROD DRIVE HOUSING RPV 故障 - - - - 故障 - -

37 TE-2-3-69N3 TOP CONTROL ROD DRIVE HOUSING RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

38 TE-2-3-69P1 BOTTOM CONTROL ROD DRIVE HOUSING RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

39 TE-2-3-69P2 BOTTOM CONTROL ROD DRIVE HOUSING RPV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

40 TE-2-3-69P3 BOTTOM CONTROL ROD DRIVE HOUSING RPV 故障 - - - - 故障 - -

41 TE-2-106 VESSEL BOTTOM DRAIN RPV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

灰塗りは故障及び評価対象外

※１：（事故後測定値）／（定検平均値）

※２：（直流抵抗測定値）／（事故後における直流抵抗最小値）

※３：○：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できない　×：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できる

２号機　ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計信頼性評価対象および評価結果

取付位置 評価結果
前回報告
評価結果

温度トレンド
一次評価

温度トレンド
二次評価

※３

直流抵抗

定検平均値比※１
○：1.10以下

×：1.10より大

No.
未臨界監視

(24条）

冷温停止
状態監視
(18条）

Tag　No. サービス名称
事故後直流抵抗

最小値比※２
○：1.30未満
×：1.30以上
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42 TE-2-112A SAFETY VALVES RV 2-70A PCV 故障 - - - - 故障 - -

43 TE-2-112B SAFETY VALVES RV 2-70B PCV 故障 - - - - 故障 - -

44 TE-2-112C SAFETY VALVES RV 2-70C PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

45 TE-2-113A Blowdown Valves A PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

46 TE-2-113B Blowdown Valves B PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

47 TE-2-113C Blowdown Valves C PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

48 TE-2-113D Blowdown Valves D PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

49 TE-2-113E Blowdown Valves E PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

50 TE-2-113F Blowdown Valves F PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

51 TE-2-113G Blowdown Valves G PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

52 TE-2-113H Blowdown Valves H PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

53 TE-16-114A RETURN AIR DRYWELL COOLER PCV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

54 TE-16-114B RETURN AIR DRYWELL COOLER PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

55 TE-16-114C RETURN AIR DRYWELL COOLER PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

56 TE-16-114D RETURN AIR DRYWELL COOLER PCV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

57 TE-16-114E RETURN AIR DRYWELL COOLER PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

58 TE-16-114F#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16A PCV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

59 TE-16-114F#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16A PCV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

60 TE-16-114G#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16B PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

61 TE-16-114G#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16B PCV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

62 TE-16-114H#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16C PCV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

63 TE-16-114H#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16C PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

64 TE-16-114J#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16D PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

65 TE-16-114J#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16D PCV 故障 - - - - 故障 - -

66 TE-16-114K#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16E PCV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

67 TE-16-114K#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH 2-16E PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

68 TE-16-114L#1 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 故障 - - - - 故障 - -

69 TE-16-114L#2 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 故障 - - - - 故障 - -

70 TE-16-114M#1 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

71 TE-16-114M#2 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 故障 - - - - 故障 - -

72 TE-16-114N#1 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

73 TE-16-114N#2 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 故障 - - - - 故障 - -

74 TE-16-114P#1 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 故障 - - - - 故障 - -

75 TE-16-114P#2 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 故障 - - - - 故障 - -

76 TE-16-114R#1 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 故障 - - - - 故障 - -

77 TE-16-114R#2 RPV BELLOWS SEAL AREA PCV 故障 - - - - 故障 - -

灰塗りは故障及び評価対象外

※１：（事故後測定値）／（定検平均値）

※２：（直流抵抗測定値）／（事故後における直流抵抗最小値）

※３：○：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できない　×：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できる

No.
未臨界監視

(24条）

冷温停止
状態監視
(18条）

Tag　No. サービス名称
事故後直流抵抗

最小値比※２
○：1.30未満
×：1.30以上

２号機　ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計信頼性評価対象および評価結果

取付位置 評価結果
前回報告
評価結果

温度トレンド
一次評価

温度トレンド
二次評価

※３

直流抵抗

定検平均値比※１
○：1.10以下

×：1.10より大
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1 TE-2-3-66A1 ＲＰＶ上蓋フランジ周辺温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

2 TE-2-3-66A2 ＲＰＶ上蓋フランジ周辺温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

3 TE-2-3-66B1 ＲＰＶ上蓋フランジ温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

4 TE-2-3-66B2 ＲＰＶ上蓋フランジ温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

5 TE-2-3-67A1 ＲＰＶスタットボルト温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

6 TE-2-3-67A2 ＲＰＶスタットボルト温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

7 TE-2-3-69A1 ＲＰＶフランジ温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

8 TE-2-3-69A2 ＲＰＶフランジ温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

9 TE-2-3-69A3 ＲＰＶフランジ温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

10 TE-2-3-69B1 ＲＰＶフランジ周辺温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

11 TE-2-3-69B2 ＲＰＶフランジ周辺温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

12 TE-2-3-69B3 ＲＰＶフランジ周辺温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

13 TE-2-3-69D1 ＲＰＶ給水ノズルＮ４Ｂ温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

14 TE-2-3-69D2 ＲＰＶ給水ノズルＮ４Ｂ温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

15 TE-2-3-69E1 ＲＰＶ給水ノズルＮ４Ｄ温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

16 TE-2-3-69E2 ＲＰＶ給水ノズルＮ４Ｄ温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

17 TE-2-3-69J1 ＲＰＶ給水ノズル下部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

18 TE-2-3-69J2 ＲＰＶ給水ノズル下部温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

19 TE-2-3-69J3 ＲＰＶ給水ノズル下部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

20 TE-2-3-69H1 ＲＰＶ底部ヘッド上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

21 TE-2-3-69H2 ＲＰＶ底部ヘッド上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

22 TE-2-3-69H3 ＲＰＶ底部ヘッド上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

23 TE-2-3-69F1 スカートジャンクション上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

24 TE-2-3-69F2 スカートジャンクション上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

25 TE-2-3-69F3 スカートジャンクション上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ ○

26 TE-2-3-69K1 ＲＰＶスカート上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

27 TE-2-3-69K2 ＲＰＶスカート上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

28 TE-2-3-69K3 ＲＰＶスカート上部温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

29 TE-2-3-69L1 ＲＰＶ下部ヘッド温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

30 TE-2-3-69L2 ＲＰＶ下部ヘッド温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

31 TE-2-3-69L3 ＲＰＶ下部ヘッド温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

32 TE-2-3-69M1 ＲＰＶ支持スカートフランジ温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

33 TE-2-3-69M2 ＲＰＶ支持スカートフランジ温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

34 TE-2-3-69M3 ＲＰＶ支持スカートフランジ温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

35 TE-2-3-69N1 ＣＲＤハウジング頂部温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

36 TE-2-3-69N2 ＣＲＤハウジング頂部温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

37 TE-2-3-69N3 ＣＲＤハウジング頂部温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

38 TE-2-3-69P1 ＣＲＤハウジング底部温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

39 TE-2-3-69P2 ＣＲＤハウジング底部温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

40 TE-2-3-69P3 ＣＲＤハウジング底部温度 RPV 故障 - - - - 故障 - -

41 TE-2-106#1 ＲＰＶドレン温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

42 TE-2-106#2 ＲＰＶドレン温度 RPV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

灰塗りは故障及び評価対象外

※１：（事故後測定値）／（定検平均値）

※２：（直流抵抗測定値）／（事故後における直流抵抗最小値）

※３：○：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できない　×：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できる

取付位置
温度トレンド
一次評価

定検平均値比※１
○：1.10以下
×：1.10より大

No. サービス名称 評価結果
未臨界監視
(24条)

温度トレンド
二次評価
※３

Tag　No.
事故後直流抵抗
最小値比※２
○：1.30未満
×：1.30以上

冷温停止
状態監視
(18条)

直流抵抗

前回報告
評価結果

３号機　ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計信頼性評価対象および評価結果
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定検平均値比※１
○：1.10以下

×：1.10より大

温度トレンド
二次評価

※３

冷温停止
状態監視

(18条)
評価結果取付位置No. Tag　No. サービス名称

未臨界監視
(24条)

温度トレンド
一次評価

直流抵抗

前回報告
評価結果

３号機　ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計信頼性評価対象および評価結果

事故後直流抵抗
最小値比※２
○：1.30未満
×：1.30以上

43 TE-2-112A 安全弁漏洩検出　　 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

44 TE-2-112B 安全弁漏洩検出 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

45 TE-2-112C 安全弁漏洩検出　　 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

46 TE-2-113A 逃し安全弁　Ａ出口温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

47 TE-2-113B 逃し安全弁　Ｂ出口温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

48 TE-2-113C 逃し安全弁　Ｃ出口温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

49 TE-2-113D 逃し安全弁　Ｄ出口温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

50 TE-2-113E 逃し安全弁　Ｅ出口温度 PCV 参考に使用 ○ - - - 参考に使用 - -

51 TE-2-113F 逃し安全弁　Ｆ出口温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

52 TE-2-113G 逃し安全弁　Ｇ出口温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

53 TE-2-113H 逃し安全弁　Ｈ出口温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

54 TE-16-114L#1 原子炉ベローシール部温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

55 TE-16-114L#2 原子炉ベローシール部温度 PCV 故障 - -  -  - 故障 - -

56 TE-16-114M#1 原子炉ベローシール部温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

57 TE-16-114M#2 原子炉ベローシール部温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

58 TE-16-114N#1 原子炉ベローシール部温度 PCV 故障 - - - - 故障 - -

59 TE-16-114N#2 原子炉ベローシール部温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

60 TE-16-114P#1 原子炉ベローシール部温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

61 TE-16-114P#2 原子炉ベローシール部温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

62 TE-16-114R#1 原子炉ベローシール部温度 PCV 故障 - -  -  - 故障 - -

63 TE-16-114R#2 原子炉ベローシール部温度 PCV 評価対象外 - - - - 評価対象外 - -

64 TE-16-114F#1 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

65 TE-16-114F#2 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

66 TE-16-114G#1 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

67 TE-16-114G#2 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

68 TE-16-114H#1 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

69 TE-16-114H#2 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

70 TE-16-114J#1 格納容器空調機供給空気温度 PCV 故障 - - - - 故障 - -

71 TE-16-114J#2 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

72 TE-16-114K#1 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

73 TE-16-114K#2 格納容器空調機供給空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 - -

74 TE-16-114A 格納容器空調機戻り空気温度 PCV 故障 - - - - 故障 - -

75 TE-16-114B 格納容器空調機戻り空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

76 TE-16-114C 格納容器空調機戻り空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

77 TE-16-114D 格納容器空調機戻り空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

78 TE-16-114E 格納容器空調機戻り空気温度 PCV 監視に使用可 ○ - - - 監視に使用可 ○ -

灰塗りは故障及び評価対象外

※１：（事故後測定値）／（定検平均値）

※２：（直流抵抗測定値）／（事故後における直流抵抗最小値）

※３：○：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できない　×：温度トレンドから正しい値を示していないと判断できる
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ＲＰＶ／ＰＣＶ温度計配置図 
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【平面図凡例】 

黒字：評価対象外（中操までケーブルがきていないまたは定検時（事故前）に故障確認） 

青字：評価対象（監視に使用可） 

緑字：評価対象（参考に使用） 

赤字：評価対象（故障（事故後）） 

水色字：比較温度計 

格納容器 

原子炉圧力容器 

【立体図凡例】 

●：ＲＰＶ温度計 

▲：ＰＣＶ温度計 

 



  
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. Tag. No. サービス名称 No. Tag. No. サービス名称 No. Tag. No. サービス名称 

１ TE-263-66A1 VESSEL HEAD ADJAC. TO FLANGE 25 TE-263-69G3 VESSEL DOWNCOMER 49 TE-261-14D RV-203-3D（ブローダウンバルブ） 

２ TE-263-66A2 VESSEL HEAD ADJAC. TO FLANGE 26 TE-263-69H1 原子炉 SKIRT ＪＯＩＮＴ上部 50 TE-1625L EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA 

３ TE-263-66B1 VESSEL HEAD FLANGE 27 TE-263-69H2 原子炉 SKIRT ＪＯＩＮＴ上部 51 TE-1625M EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA 

４ TE-263-66B2 VESSEL HEAD FLANGE 28 TE-263-69H3 原子炉 SKIRT ＪＯＩＮＴ上部 52 TE-1625N EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA 

５ TE-263-67A1 VESSEL STUD 29 TE-263-69K1 VESSEL SKIRT NEAR JOINT 53 TE-1625P EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA 

６ TE-263-67A2 VESSEL STUD 30 TE-263-69K2 VESSEL SKIRT NEAR JOINT 54 TE-1625R EQ AROUND CIRCUM RPV BELLOWS SEAL AREA 

７ TE-263-69A1 原子炉フランジ 31 TE-263-69K3 VESSEL SKIRT NEAR JOINT 55 TE-1625F HVH-12A SUPPLY AIR 

８ TE-263-69A2 原子炉フランジ 32 TE-263-69L1 VESSEL BOTTOM HEAD 56 TE-1625G HVH-12B SUPPLY AIR 

９ TE-263-69A3 原子炉フランジ 33 TE-263-69L2 VESSEL BOTTOM HEAD 57 TE-1625H HVH-12C SUPPLY AIR 

10 TE-263-69B1 原子炉蒸気 34 TE-263-69L3 VESSEL BOTTOM HEAD 58 TE-1625J HVH-12D SUPPLY AIR 

11 TE-263-69B2 原子炉蒸気 35 TE-263-69M1 SUPPORT SKIRT AT MTG. FLANGE 59 TE-1625K HVH-12E SUPPLY AIR 

12 TE-263-69B3 原子炉蒸気 36 TE-263-69M2 SUPPORT SKIRT AT MTG. FLANGE 60 TE-1625A HVH-12A RETURN AIR 

13 TE-263-69D1 N-4B ノズル END 37 TE-263-69M3 SUPPORT SKIRT AT MTG. FLANGE 61 TE-1625B HVH-12B RETURN AIR 

14 TE-263-69D2 N-4B ノズル END INBOARD 38 TE-263-69N1 ＣＲＤハウジング上端 62 TE-1625C HVH-12C RETURN AIR 

15 TE-263-69E1 N-4C ノズル END 39 TE-263-69N2 ＣＲＤハウジング上端 63 TE-1625D HVH-12D RETURN AIR 

16 TE-263-69E2 N-4C ノズル END INBOARD 40 TE-263-69N3 ＣＲＤハウジング上端 64 TE-1625E HVH-12E RETURN AIR 

17 TE-263-69C1 VESSEL BELOW WATER LEVEL 41 TE-263-69P#1 N-12 VESSEL BOTTOM a TE-1625T1 PCV 温度 

18 TE-263-69C2 VESSEL BELOW WATER LEVEL 42 TE-263-69P#2 N-12 VESSEL BOTTOM b TE-1625T2 PCV 温度 

19 TE-263-69C3 VESSEL BELOW WATER LEVEL 43 TE-261-13A 安全弁－４Ａ c TE-1625T3 PCV 温度 

20 TE-263-69F1 VESSEL CORE 44 TE-261-13B 安全弁－４B d TE-1625T4 PCV 温度 

21 TE-263-69F2 VESSEL CORE 45 TE-261-13C 安全弁－４C e TE-1625T5 PCV 温度 

22 TE-263-69F3 VESSEL CORE 46 TE-261-14A RV-203-3A（ブローダウンバルブ） f TE-1625T6 PCV 温度 

23 TE-263-69G1 VESSEL DOWNCOMER 47 TE-261-14B RV-203-3B（ブローダウンバルブ） g TE-1625T7 PCV 温度 

24 TE-263-69G2 VESSEL DOWNCOMER 48 TE-261-14C RV-203-3C（ブローダウンバルブ）    
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格納容器 

原子炉圧力容器 

（圧力容器ドレンパイプ近傍） 

【平面図凡例】 

黒字：評価対象外（中操までケーブルがきていないまたは定検時（事故前）に故障確認） 

青字：評価対象（監視に使用可） 

緑字：評価対象（参考に使用） 

赤字：評価対象（故障（事故後）） 

水色字：比較温度計(b～i を取り外し中) 

【立体図凡例】 

●：ＲＰＶ温度計 

▲：ＰＣＶ温度計 

 

 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. Tag. No. サービス名称 No. Tag. No. サービス名称 No. Tag. No. サービス名称 

１ TE-2-3-66A1 VESSEL HEAD ADJAC. TO FLANGE 30 TE-2-3-69L2 VESSEL BOTTOM HEAD 59 TE-16-114F#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16A 

２ TE-2-3-66A2 VESSEL HEAD ADJAC. TO FLANGE 31 TE-2-3-69L3 VESSEL BOTTOM HEAD 60 TE-16-114G#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16B 

３ TE-2-3-66B1 VESSEL HEAD FLANGE 32 TE-2-3-69M1 SUPPORT SKIRT AT MTG.FLANGE 61 TE-16-114G#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16B 

４ TE-2-3-66B2 VESSEL HEAD FLANGE 33 TE-2-3-69M2 SUPPORT SKIRT AT MTG.FLANGE 62 TE-16-114H#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16C 

５ TE-2-3-67A1 VESSEL STUD 34 TE-2-3-69M3 SUPPORT SKIRT AT MTG.FLANGE 63 TE-16-114H#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16C 

６ TE-2-3-67A2 VESSEL STUD 35 TE-2-3-69N1 TOP CONTROL ROD DRIVE HOUSING 64 TE-16-114J#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16D 

７ TE-2-3-69A1 VESSEL FLANGE 36 TE-2-3-69N2 TOP CONTROL ROD DRIVE HOUSING 65 TE-16-114J#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16D 

８ TE-2-3-69A2 VESSEL FLANGE 37 TE-2-3-69N3 TOP CONTROL ROD DRIVE HOUSING 66 TE-16-114K#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16E 

９ TE-2-3-69A3 VESSEL FLANGE 38 TE-2-3-69P1 BOTTOM CONTROL ROD DRIVE HOUSING 67 TE-16-114K#2 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16E 

10 TE-2-3-69B1 VESSEL WALL ADJ TO FLANGE 39 TE-2-3-69P2 BOTTOM CONTROL ROD DRIVE HOUSING 68 TE-16-114L#1 RPV BELLOWS SEAL AREA 

11 TE-2-3-69B2 VESSEL WALL ADJ TO FLANGE 40 TE-2-3-69P3 BOTTOM CONTROL ROD DRIVE HOUSING 69 TE-16-114L#2 RPV BELLOWS SEAL AREA 

12 TE-2-3-69B3 VESSEL WALL ADJ TO FLANGE 41 TE-2-106 VESSEL BOTTOM DRAIN 70 TE-16-114M#1 RPV BELLOWS SEAL AREA 

13 TE-2-3-69D1 FEEDWATER NOZZLE N4B END 42 TE-2-112A SAFETY VALVES RV 2-70A 71 TE-16-114M#2 RPV BELLOWS SEAL AREA 

14 TE-2-3-69D2 FEEDWATER NOZZLE N4B INBOARD 43 TE-2-112B SAFETY VALVES RV 2-70B 72 TE-16-114N#1 RPV BELLOWS SEAL AREA 

15 TE-2-3-69E1 FEEDWATER NOZZLE N4D END 44 TE-2-112C SAFETY VALVES RV 2-70C 73 TE-16-114N#2 RPV BELLOWS SEAL AREA 

16 TE-2-3-69E2 FEEDWATER NOZZLE N4D INBOARD 45 TE-2-113A Blowdown Valves A 74 TE-16-114P#1 RPV BELLOWS SEAL AREA 

17 TE-2-3-69J1 VESSEL WALL BELOW FW NOZZLE 46 TE-2-113B Blowdown Valves B 75 TE-16-114P#2 RPV BELLOWS SEAL AREA 

18 TE-2-3-69J2 VESSEL WALL BELOW FW NOZZLE 47 TE-2-113C Blowdown Valves C 76 TE-16-114R#1 RPV BELLOWS SEAL AREA 

19 TE-2-3-69J3 VESSEL WALL BELOW FW NOZZLE 48 TE-2-113D Blowdown Valves D 77 TE-16-114R#2 RPV BELLOWS SEAL AREA 

20 TE-2-3-69H1 VESSEL WALL ABOVE BOTTOM HEAD 49 TE-2-113E Blowdown Valves E a TE-2-3-69R RPV 温度 

21 TE-2-3-69H2 VESSEL WALL ABOVE BOTTOM HEAD 50 TE-2-113F Blowdown Valves F b TE-16-001 PCV 温度 

22 TE-2-3-69H3 VESSEL WALL ABOVE BOTTOM HEAD 51 TE-2-113G Blowdown Valves G c TE-16-002 PCV 温度 

23 TE-2-3-69F1 VESSEL BOTTOM ABOVE SKIRT JCT 52 TE-2-113H Blowdown Valves H d TE-16-003 PCV 温度 

24 TE-2-3-69F2 VESSEL BOTTOM ABOVE SKIRT JCT 53 TE-16-114A RETURN AIR DRYWELL COOLER e TE-16-004 PCV 温度 

25 TE-2-3-69F3 VESSEL BOTTOM ABOVE SKIRT JCT 54 TE-16-114B RETURN AIR DRYWELL COOLER f TE-16-005 PCV 温度 

26 TE-2-3-69K1 SUPPORT SKIRT TOP 55 TE-16-114C RETURN AIR DRYWELL COOLER g TE-16-006 PCV 温度 

27 TE-2-3-69K2 SUPPORT SKIRT TOP 56 TE-16-114D RETURN AIR DRYWELL COOLER h TE-16-007 PCV 温度 

28 TE-2-3-69K3 SUPPORT SKIRT TOP 57 TE-16-114E RETURN AIR DRYWELL COOLER i TE-16-008 PCV 温度 

29 TE-2-3-69L1 VESSEL BOTTOM HEAD 58 TE-16-114F#1 SUPPLY AIR D/W COOLER HVH2-16A    
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【平面図凡例】 

黒字：評価対象外（中操までケーブルがきていないまたは定検時（事故前）に故障確認） 

青字：評価対象（監視に使用可） 

緑字：評価対象（参考に使用） 

赤字：評価対象（故障（事故後）） 

水色字：比較温度計 

格納容器 

原子炉圧力容器 

（圧力容器ドレンパイプ近傍） 

【立体図凡例】 

●：ＲＰＶ温度計 

▲：ＰＣＶ温度計 
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No. Tag. No. サービス名称 No. Tag. No. サービス名称 No. Tag. No. サービス名称 

１ TE-2-3-66A1 RPV 上蓋フランジ周辺温度 30 TE-2-3-69L2 RPV 下部ヘッド温度 59 TE-16-114N#2 原子炉ベローシール部温度 

２ TE-2-3-66A2 RPV 上蓋フランジ周辺温度 31 TE-2-3-69L3 RPV 下部ヘッド温度 60 TE-16-114P#1 原子炉ベローシール部温度 

３ TE-2-3-66B1 RPV 上蓋フランジ温度 32 TE-2-3-69M1 RPV 支持スカートフランジ温度 61 TE-16-114P#2 原子炉ベローシール部温度 

４ TE-2-3-66B2 RPV 上蓋フランジ温度 33 TE-2-3-69M2 RPV 支持スカートフランジ温度 62 TE-16-114R#1 原子炉ベローシール部温度 

５ TE-2-3-67A1 RPV スタットボルト温度 34 TE-2-3-69M3 RPV 支持スカートフランジ温度 63 TE-16-114R#2 原子炉ベローシール部温度 

６ TE-2-3-67A2 RPV スタットボルト温度 35 TE-2-3-69N1 CRD ハウジング頂部温度 64 TE-16-114F#1 格納容器空調機供給空気温度 

7 TE-2-3-69A1 RPV フランジ温度 36 TE-2-3-69N2 CRD ハウジング頂部温度 65 TE-16-114F#2 格納容器空調機供給空気温度 

８ TE-2-3-69A2 RPV フランジ温度 37 TE-2-3-69N3 CRD ハウジング頂部温度 66 TE-16-114G#1 格納容器空調機供給空気温度 

９ TE-2-3-69A3 RPV フランジ温度 38 TE-2-3-69P1 CRD ハウジング底部温度 67 TE-16-114G#2 格納容器空調機供給空気温度 

10 TE-2-3-69B1 RPV フランジ周辺温度 39 TE-2-3-69P2 CRD ハウジング底部温度 68 TE-16-114H#1 格納容器空調機供給空気温度 

11 TE-2-3-69B2 RPV フランジ周辺温度 40 TE-2-3-69P3 CRD ハウジング底部温度 69 TE-16-114H#2 格納容器空調機供給空気温度 

12 TE-2-3-69B3 RPV フランジ周辺温度 41 TE-2-106#1 RPV ドレン温度 70 TE-16-114J#1 格納容器空調機供給空気温度 

13 TE-2-3-69D1 RPV 給水ノズル N4B 温度 42 TE-2-106#2 RPV ドレン温度 71 TE-16-114J#2 格納容器空調機供給空気温度 

14 TE-2-3-69D2 RPV 給水ノズル N4B 温度 43 TE-2-112A 安全弁漏洩検出 72 TE-16-114K#1 格納容器空調機供給空気温度 

15 TE-2-3-69E1 RPV 給水ノズル N4D 温度 44 TE-2-112B 安全弁漏洩検出 73 TE-16-114K#2 格納容器空調機供給空気温度 

16 TE-2-3-69E2 RPV 給水ノズル N4D 温度 45 TE-2-112C 安全弁漏洩検出 74 TE-16-114A 格納容器空調機戻り空気温度 

17 TE-2-3-69J1 RPV 給水ノズル下部温度 46 TE-2-113A 逃し安全弁 A 出口温度 75 TE-16-114B 格納容器空調機戻り空気温度 

18 TE-2-3-69J2 RPV 給水ノズル下部温度 47 TE-2-113B 逃し安全弁 B 出口温度 76 TE-16-114C 格納容器空調機戻り空気温度 

19 TE-2-3-69J3 RPV 給水ノズル下部温度 48 TE-2-113C 逃し安全弁 C 出口温度 77 TE-16-114D 格納容器空調機戻り空気温度 

20 TE-2-3-69H1 RPV 底部ヘッド上部温度 49 TE-2-113D 逃し安全弁 D 出口温度 78 TE-16-114E 格納容器空調機戻り空気温度 

21 TE-2-3-69H2 RPV 底部ヘッド上部温度 50 TE-2-113E 逃し安全弁 E 出口温度 a TE-16-001 PCV 温度 

22 TE-2-3-69H3 RPV 底部ヘッド上部温度 51 TE-2-113F 逃し安全弁 F 出口温度 b TE-16-002 PCV 温度 

23 TE-2-3-69F1 スカートジャンクション上部温度 52 TE-2-113G 逃し安全弁 G 出口温度 c TE-16-003 PCV 温度 

24 TE-2-3-69F2 スカートジャンクション上部温度 53 TE-2-113H 逃し安全弁 H 出口温度 d TE-16-004 PCV 温度 

25 TE-2-3-69F3 スカートジャンクション上部温度 54 TE-16-114L#1 原子炉ベローシール部温度 e TE-16-005 PCV 温度 

26 TE-2-3-69K1 RPV スカート上部温度 55 TE-16-114L#2 原子炉ベローシール部温度    

27 TE-2-3-69K2 RPV スカート上部温度 56 TE-16-114M#1 原子炉ベローシール部温度    

28 TE-2-3-69K3 RPV スカート上部温度 57 TE-16-114M#2 原子炉ベローシール部温度    

29 TE-2-3-69L1 RPV 下部ヘッド温度 58 TE-16-114N#1 原子炉ベローシール部温度    
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